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一般質問

マンション等の
コミュニティー活動推進を

「方法を検討したい」

酒井 郁郎  議員

町
会・自
治
会 議員酒井 郁郎  酒井 郁郎  

に
の
っ
と
っ
た
通
訳
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と
体

制
作
り
の
起
爆
剤
に
な
る

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　
ま
だ
特

段
の
取
り
組
み
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
戸
田
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存
の

機
能
の
活
用
で
積
極
的
に

情
報
収
集
・
発
信
を
し
て

い
き
、市
全
体
と
し
て
「
お

も
て
な
し
」
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
わ
く
わ
く
楽
し
み

な
が
ら
２
０
２
０
年
を
迎

え
る
仕
掛
け
や
、
開
催
期

間
は
夏
休
み
で
花
火
大
会

や
盆
踊
り
な
ど
祭
り
の
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
子
供

を
含
む
市
民
力
が
結
集
す

る
機
会
と
な
る
よ
う
要
望
。

議
員　

来
年
度

４
月
か
ら
学
童

保
育
の
対
象
が

小
学
校
６
年
ま

で
拡
大
さ
れ
た
。

①
施
設
確
保
の

見
通
し
は
②
民

間
学
童
保
育
室

の
運
営
費
補
助

の
見
直
し
を
③

現
在
、
公
立
学
童
保
育
室

に
入
室
し
て
い
る
児
童

の
、
次
年
度
同
室
入
室
の

継
続
を
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
①

定
員
を
上
回
る
見
込
み
の

地
域
へ
民
間
学
童
保
育
室

を
新
た
に
誘
致
し
、
需
要

に
対
応
す
る
②
今
後
に
お

い
て
も
検
討
し
て
い
く
③

定
員
を
超
え
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
指
数
に

よ
り
低
学
年
や
ひ
と
り
親

家
庭
等
を
優
先
す
る
が
、

で
き
る
だ
け
入
室
で
き
る

よ
う
努
め
る
。

議
員　

戸

田
市
の
特

別
支
援
教

育
に
お
け

る
課
題
と

そ
の
解
決
の
た
め
に
、
特

別
支
援
教
育
振
興
計
画
を

立
て
進
め
る
べ
き
。
①
中

学
校
に
情
緒
通
級
指
導
教

室
を
設
置
す
べ
き
で
は
②

特
別
支
援
学
級
の
全
校
設

中学校に発達・
情緒通級指導教室の設置を
「実際のニーズを踏まえ検討する」

花井 伸子 議員

特
別
支
援
教
育

置
を
。

教
育
部
長　
①
埼
玉
県
内

の
中
学
校
４
１
８
校
の
う

ち
発
達
・
情
緒
通
級
指
導

教
室
の
設
置
が
あ
る
の
は

19
校
と
設
置
状
況
は
多
く

な
く
、
生
徒
本
人
の
希
望

に
よ
り
通
級
希
望
が
少
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
実
際
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
引
き
続
き
検
討
す

る
②
教
育
委
員
会
内
部
で

３
・
４
年
先
ま
で
見
通
し
、

市
全
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
設
置
校
を
検
討
し
て
い

く
。

▶
今
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
２
カ
所

目
の
通
級
指
導
教
室

　
（
発
達
・
情
緒
：
美
谷
本
小
学
校
）

学
童
保
育
の

充
実
を

議
員　

空

き
家
で
無

施
錠
の
物

件
等
は
非

行
の
た
ま

り
場
に
な
り
、
た
ば
こ
の

火
の
不
始
末
で
火
災
の
危

険
も
あ
る
。
樹
木
の
繁
茂

で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
、

虫
の
発
生
源
に
な
っ
て
い

る
。
①
空
き
家
の
担
当
窓

口
を
一
本
化
す
べ
き
②
空

き
家
等
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
は
③
条
例

に
、
立
ち
入
り
調
査
、
樹

木
の
伐
採
、
強
制
執
行
に

よ
る
解
体
等
を
盛
り
込
む

考
え
は
。

都
市
整
備
部
長　
①
総
合

窓
口
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
②
空
き
家
対
策

の
条
例
化
は
必
要
と
考
え

る
③
条
例
化
に
際
し
て
は
、

課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
実
効
性
を
高
め
た
い
。

議
員　
笹
目
川
に
か
か
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り
の
沼

口
橋
近
辺
に
横
断
歩
道
等

の
設
置
を
要
望
し
た
が
、

難
し
い
と
の
こ

と
。
こ
の
付
近
は

企
業
が
多
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り

を
自
転
車
等
で
横

断
し
て
お
り
、
危

険
で
あ
る
。
①
富

士
見
歩
道
橋
を
撤

去
し
、
横
断
歩
道

を
設
置
し
た
交
差

点
に
改
良
は
で
き

な
い
か
②
こ
の
交

差
点
は
三
差
路

で
、
信
号
処
理
も

３
回
処
理
し
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

議
員　

フ

※

ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の

計
画
的
な

育
成
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
協
働
の
実
践

の
場
で
あ
っ
た
自
治
基
本

条
例
の
よ
う
な
取
り
組
み

等
を
で
き
る
だ
け
多
く
立

ち
上
げ
、
市
民
の
中
か
ら

も
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
え
る
よ
う
な
人
づ
く

り
を
進
め
た
い
。
今
後
は
、

第
４
次
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
協
働
会
議
の

よ
う
な
、
市
民
、
議
会
、

行
政
が
一
堂
に
会
す
る
機

会
を
通
じ
て
、人
材
を
徐
々

に
増
や
し
た
い
。
ま
た
、

積
極
的
に
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
団
体
や
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
積
極
的
な
方
が
活

躍
で
き
る
デ
ビ
ュ
ー
の
場

づ
く
り
な
ど
も
進
め
て
い

き
た
い
。

議
員　
東
京
五
輪
決
定
か

ら
は
や
１
年
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
レ
ガ
シ
ー
の
概
念

危
険
回
避
へ
適
正
管
理
を

「
条
例
化
に
際
し
て
は
実
効
性
高
め
た
い
」

高
橋 

秀
樹 

議
員

空き家管理

◀
富
士
見
歩
道
橋

　
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り
）

▲昭和 39 年の東京オリンピック開催に
向け、ボートコースに球根を植える
青年会（戸田市立郷土博物館所蔵）

計
画
的
な
育
成
を

          

考
え
て
は
ど
う
か

「
協
働
を
担
え
る
人
づ
く
り
を
進
め
る
」

斎
藤 

直
子 

議
員

ファシリテーター

ク
通
り
が
赤
信
号
の
と
き

横
断
す
れ
ば
、
安
全
は
確

保
で
き
る
の
で
は
。
笹
目

南
町
会
も
早
瀬
町
会
も
、

撤
去
し
て
も
よ
い
と
の
考

え
が
あ
る
。

都
市
整
備
部
長　
①
通
行

量
も
多
く
、
歩
道
橋
を
撤

去
し
て
の
平
面
交
差
は
、

通
学
路
で
も
あ
り
難
し
い
。

市
民
生
活
部
長　
②
横
断

歩
道
の
設
置
・
管
理
は
公

安
委
員
会
で
あ
り
、
市
は

安
全
面
で
判
断
し
た
い
。

          つぶやき

海
外
勤
務
経
験
者
や

外
国
人
住
民
の

力
も
借
り
た
い

や
盆
踊
り
な
ど
祭
り
の
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
子
供

を
含
む
市
民
力
が
結
集
す

る
機
会
と
な
る
よ
う
要
望
。

※ ファシリテーター……会議などにおいて、中立の立場を守りながら、合意形成に向けて議論を進行していく人。

委
員
会
の
審
査
か
ら

意
見
書

委
員
会
の
審
査
か
ら

意
見
書

          つぶやき

将
来
へ
と
つ
な
が
る

一
貫
し
た
支
援
へ

市
民
生
活
部
長　

検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。
町
会

に
未
加
入
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
場
合
、
ま
ず
は
マ
ン
シ

ョ
ン
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
活
動
を
活
性
化
し
、
そ

の
上
で
町
会
加
入
を
促
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
、
調
査
・

検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

学
童
保
育
の
環
境

は
、
指
導
員
の
質
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
採
用
時
の
倍

率
は
例
年
１
・
０
～
１
・
３

倍
台
と
低
く
、
一
定
水
準
の

人
材
が
採
用
で
き
て
い
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。
採
用
方
法

や
賃
金
水
準
を
見
直
し
質
の

高
い
人
材
の
確
保
を
目
指
し

て
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

募

集
方
法
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

マ

ン
シ
ョ
ン

等
、
集
合

住
宅
の
住

民
は
町
会

加
入
率
が
低
く
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
無
関

心
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

町
会
に
未
加
入
の
マ
ン
シ

ョ
ン
も
多
数
存
在
し
て
い

る
が
、
そ
の
一
部
は
自
主

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

に
立
派
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
戸
田
市
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
活
動

に
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
防

災
対
策
が
進
ま
な
い
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
。
市
広

報
の
配
布
を
受
け
ら
れ
な

い
マ
ン
シ
ョ
ン
も
多
い
。

そ
こ
で
、
従
来
か
ら
の
枠

組
み
を
変
更
し
、
町
会
の

み
な
ら
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
に
も
支
援
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

          つぶやき

市
広
報
の
配
布
と

防
災
対
策
を

全
て
の
世
帯
に
‼

歩
道
橋
の
撤
去
と

交
差
点
の
改
良
を

学
童
保
育
に
お
け
る

指
導
員
の
人
材
確
保

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

▶
戸
田
市
民
の
貴
重
な
情
報
源

　
「
広
報
戸
田
市
」︒
配
達
さ
れ

　

な
い
世
帯
が
多
数
あ
り
ま
す


